









































護所政所」に訴訟を起こすことを停止しており（ 『鎌倉遺文』一〇巻七一二七号、永厳寺文書） 、越前国「守護所政所 正員は後藤氏カ）においても
（一） 「守護所」の語義












治参年 月九日由留木・須那浦網地事〉 」とあり、 『若狭国守護職次第』に









































































































多在津番役」を「一ヶ年内、二百六十 」勤仕したが（ 『鎌倉遺文 三〇巻
「御宿直」とは何であろうか 文永合戦直後の動員であれば、翌文永十二年
二二九〇〇号、 「武雄神社文書 徳治 年三月二十三日守護代平岡為政覆勘
は四月二十五日に建治と改元され るから、この可能性は考えられない




















































































した（ 『続法制史 研究』 、岩波書店、一九二 年、八四〇―八四一頁。成稿一九〇四―〇五年） 。石井進は 「親能の鎮西奉行就任を裏づける史料」であ
〔Ａ・２〕管国統治機構の所在地を表す場合
るとし、 「いささかの疑惑が生ずる」とし も、基本的 信頼に足る史料で
建治元年（一二七五）六月五日、当時豊後・筑後両国の守護「前出羽守」
あることを論証しているが（ 『日本中世国 史 研究』 岩波書店 九七〇
＝大友頼泰は、豊後国御家人野上太郎資直に充てて次のような動員令を発し
年、一〇四頁 一一五―一 七頁注五八〔 『石井進著作集』第一巻 岩波書店、
た（ 『鎌倉遺文』一六巻一二〇二二号、前田軍八氏所蔵文書） 。



























































月一日より始めて、二八番・三 の番役であるから 「宰府守護 役を三か
許ニ至ル














































れたが（ 「追加法」四四七条、 「野上文書」同年二月朔日大友頼泰施行状） 、
岡郡）若宮王子殿の修理田に対し万雑事を免除した「守護所下」文であるが
同年卯月二十三日、豊後守護代と推測される藤原景泰は、 「肥前・筑前両国
（ 『鎌倉遺文』九巻六三五八号、古文叢 ） 、署判「御代官王光宗（花押） 」
、
、、




























処」と述べていた（ 『鎌倉遺文』 五巻一 六八二号、田部文書） 。

















われる。正員が幕府要路にある者の場合、 代が鎌倉 または京都 在住




にも引用されているが（二 六頁） 、そもそも御教書の本文と 次のような
この用例は、鎌倉後期にはほとんど見られな な 。それは、文永の役直後
ものであった。
から翌建治元年（一二七五） かけて 鎮西諸国を中心とする「西国 に
上妻次郎大夫家宗所知漆箇所、故大将家（源頼朝）御下文顕然也、其内




























































































































































































（ 「京都騒乱」 ）勃発に当たって 大隅国御家人祢寝清種の子息は、 「馳


















2石井進「日蓮自筆聖教類紙背文書と『鎌倉遺文』 」 （ 『鎌倉遺文研究』二、




再録。二三八・二三九頁〕 ）による。伊賀国「御館大番」 ・ 「御うちの御


















るにしても、 「御館大番」 ・ 「御うちの御とのゐ」の事実自体を否定する
のとあまりにもかけ離れている」とし 鎌倉時代の国御家人 検出を
ことはできない。















いる（ 「鎌倉幕府論」 、前岩波講座『日本歴史』中世１、一九六 年


















屋造」などの用途が国の御家人 賦課されていたことが知ら る（ 『鎌
6資能から金沢実時（ 「代行」実政 へ 交替 た（ 「蒙古襲来と鎮西探題
倉遺文』一一巻八 二号、 「祢寝文書」正嘉二年九月 十一日建部親








































八頁〕 ） 。同 十一月二十五日関東下知状写（ 『鎌倉遺文』補九五八号。
（未完）
